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ごあいさつ 
 

 日本心理療法統合学会の第４回学術大会を、京都大学の時計台記念館において開催す

ることになりました。 

 時計台記念館は、京都大学のシンボルとして親しまれている歴史ある建築物で、1925

（大正 14）年に建てられたものです。2003 年に改修されましたが、外観や内装は当時

のままに残されています。湯川秀樹や西田幾多郎など、日本の学術界が誇る大学者たち

も出入りしていたであろうその格調高い空間は、本大会における学びに深みを与え、交

流に気品を添えることでしょう。 

 今大会のテーマは「心理療法統合におけるクライエントの力」としました。心理療法

はその専門家であるセラピストが、専門的な知識と技術を使って、クライエントに対し

て行うものと考えられがちです。しかし実際には、うまくいっている心理療法は、クラ

イエントが能動的に関与して展開していくものです。数ある心理療法の中には、才気あ

るクライエントがその基礎を創ったと言えるようなものもあります。心理療法の成立

に、創始者自身の苦悩の体験が重要な仕方で寄与している心理療法もあります。心理療

法におけるクライエントの力は、実に大きいのです。 

 今大会では、このクライエントの力を取り上げ、心理療法の統合においてそれがどの

ように考えられてきたのか、そしてどのように扱っていくことが望ましいのかを検討す

る機会としたいと思います。 

 新型コロナウィルスの変異や流行は、いまだ予断を許しませんが、皆さんとお目にか

かり、交流できることを楽しみにしております。会場にお越しになれない方も、オンラ

インで参加していただけます。本大会が多くの方のご参加を得て、活発な議論と交流の

機会となりますよう、準備して参ります。 
 
 

日本心理療法統合学会第４回大会 
大会長 杉原保史 
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日本心理療法統合学会第４回大会 ハイブリッド開催 

タイムテーブル（2024 年 3月９日） 

 
  

 

 プログラム 会場 

9:30～ 
10:00 開場・受付 国際交流ホールⅠ・Ⅱ前 

10:00～ 
10:30 総会 国際交流ホールⅠ・Ⅱ 

10:30～ 
 

11:30 

基調講演 
「心理療法統合とクライエント要因」 国際交流ホールⅠ・Ⅱ 

11:30～ 
12:30 昼休憩  

12:30～ 
 
 
 

14:00 

 
会員企画 

シンポジウム2 
 

国際交流ホール
Ⅰ・Ⅱ 

 
 

会員企画 
シンポジウム1 

 
会議室Ⅲ 

 
 
特別 

ワークショップ 
 

会議室Ⅳ 

 
 

研究発表 
１・２ 
 

 会議室Ⅰ 
 

国際交流ホールⅠ・Ⅱ 
 

会議室Ⅰ（18） 
 

会議室Ⅲ（30） 
 

会議室Ⅳ（24） 
 

休憩 
14:15～ 

 
 
 

15:45 

 
公開スーパーヴ
ィジョン 
 

国際交流ホール
Ⅰ・Ⅱ 

 
 

研究発表 
３・４ 

 
会議室Ⅲ 

 
 

会員企画 
シンポジウム3 

 
会議室Ⅳ 

 
 
 

休憩  
16:00～ 

 
 
 

18:00 

大会企画シンポジウム 
「治療的変化を創り出すクライエントの力」 国際交流ホールⅠ・Ⅱ 

 

18:30～ 懇親会 おむら家 
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基調講演 
 

 

「心理療法統合とクライエント要因」 
 

第４回大会大会長 杉原保史 
 

国際交流ホールⅠ・Ⅱ      オンライン配信：zoom1基調講演、時間：10：30～11：30 
 

 
 心理療法の治療効果をもたらす要因には様々なものが想定される。大きくは以下のような要因が
挙げられることが多い。 
 
 （１）治療技法要因 
 （２）治療関係要因 
 （３）セラピスト要因 
 （４）クライエント要因 
 （５）治療外要因 
 
 現実の心理療法において働いている治療要因は非常に複雑であり、それをどのように概念化する
のが適切なのかは、とても難しい問題である。上の５つの要因は、非常に大まかな概念化である上
に、実際には常に変動しながら相互に絡まり合って働いているため、明確に分離して抽出すること
は不可能である。 
 そうした限界を踏まえた上で、ここではクライエント要因に注目してみたい。一般に、クライエ
ント要因とは、クライエントのセラピーへの動機づけ、内的リソース、変化への期待、性格特徴、
精神医学的診断などを指している。 
 心理療法についての論考は、セラピスト側の視点からなされることが圧倒的に多い。心理療法は
専門的・職業的な実践であり、それを施行する責任は専門家であるセラピスト側にあるのだから、
当然と言えば当然である。しかしながら、心理療法において、クライエントが果たしている役割は
非常に大きいことが知られている。これまでの研究では、クライエント要因は治療の成果を決定す
る上で、他のどの要因よりも重要な要因であることが見出されている。 
 本講演では、心理療法における様々な治療要因の働き、特にクライエント要因についての知見を
紹介し、クライエント要因についての理解を深める。その理解を踏み台に、「心理療法におけるク
ライエントの力」をテーマにした午後の大会シンポジウムでは、クライエント要因を活かした心理
療法統合について、皆さんと活発な議論ができることを期待している。 
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編集委員会・研修委員会合同企画 特別ワークショップ 
 
（このセッションは、広く学会員に視聴していただきたい内容であることから、zoom配信を録画い
たします。後日、学会員に視聴していただけるようにご案内する予定です） 
 

不適切な心理療法統合をしないための研究、論文投稿、 
研修のススメ 
講師 杉山崇（編集委員会委員長）・吉岡千波（編集委員会事務局長） 

   東斉彰（研修委員会委員長） 
 

会議室Ⅳ                                      オンライン配信：zoom4、時間：12：30～14：00 
 

 
 心理療法は占いでも呪いでも、マツコ・デラックスのような人気者による人生相談でもあり
ません。周知の通り私たちが営む心理療法は、神経解剖学で博士号を取りつつもコカイン研究
に伴う問題をきっかけに精神分析という思想体系を築いた S.Freud の活動以降、「科学的」な
対人支援活動として社会的に認知されています。このことは私たちを他職種と区別するアイデ
ンティティの一つです。私たちは科学的な姿勢を持つことが求められています。 
 「科学的」というと何だか難しそうに聞こえるでしょうか？実はそう難しいものではありま
せん。たとえばケースと真剣に向き合い、支援仮説（見立て）に基づいて対応し、仮説通りの
展開にならなかったら仮説の修正（見立て直し）を行う…これだけでも十分「科学的」です。
心理療法の実務家なら日々「科学的」に業務を行っていると言えるでしょう。 
 さて、当学会は人間観の違いで散らばってしまった心理療法の諸学派を統合的に活用するこ
とを目指した学会です。心理療法の「統合」の多くは私たち実務家と対象者の相互の主観の中
でその最適解を見出すことが多いと思われます。 
 この営みの適切性の科学的な検証としては、スーパービジョンや事例研究、仮説立案に活用
した理論（人間観）あるいは見立て直しの中で修正が必要と考えられた理論の実証研究、方法
論の効果研究など様々な方法があります。ただ、いずれにしても同じ志を持つ心理療法家であ
り科学者である「仲間」と共に検討することが必要です。編集委員会が担当する本ワークショ
ップ前半では、心理療法家として、科学的に統合を検討する姿勢とその方法の一つとしての論
文投稿について会員のみなさまとご一緒に考えて参りましょう。 
 さて、わが国では始まったばかりの心理療法統合のための学修、訓練をどのように行ってい
けばよいのでしょうか。まだそのモデルがない日本の心理療法業界においては、当学会がその
役割を担っていくことになるでしょう。一般的な心理療法の訓練としては、テキストや論文に
よる座学、学会や研修会への参加、熟練者によるスーパービジョン、ベテランや同僚とのディ
スカッション、事例などの研究成果の発表・投稿などが考えられます。後半のセッションで
は、それらの学修、訓練の方法について提言し、心理療法統合の研鑽のための心がまえなども
述べたいと思います。併せて、来年度中に初めて開講する予定の、心理療法統合のための当学
会研修委員会主催の研修会についてもご紹介したいと思います。よりよい心理療法統合を目指
す皆様のご参加をお待ちしています。 
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会員企画シンポジウム１ 
 

心理職として生き残ること 
～統合的アプローチを学ぶ若手の会の始まり～ 

 
企画・司会：佐藤大海（専修大学） 
話題提供者：牧野啓太（相模原市青少年相談センター） 
      小林頌太（ハロークリニック相談支援室） 
      菅 瑠夏（おおるりカウンセリングルーム） 
指定討論者：福島哲夫（大妻女子大学） 

 
会議室Ⅲ                                               オンライン配信：zoom3、時間：12：30～14：00 

 

 

 
「何か若手臨床家のためのグループをやりましょう」。そのような思いつきをきっかけ
に、私たちは2023年６月に「統合的アプローチを学ぶ若手の会」の活動をスタートした。 
公認心理師法が施行されて６年が経ち、心理職を取り巻く環境は部分的には改善されたも
のの、心理職としての苦悩や困難が絶えることはない。心理職の成長・発達に関する研究を
概観すると、理論的な学習や臨床実践、スーパービジョンの他にも、仲間関係の重要性が指
摘されている。そのような背景から、統合的アプローチを学ぶ若手の会は、心理職として働
くことや学ぶこと、成長していくことに関する苦悩を話し、お互いに助け合うような成長促
進的な自助グループを目指して活動している。 
本シンポジウムでは、3名の話題提供者から、若手心理職がどのようなことを考え、悩
み、臨床実践を行っているかについて話題提供を行う。各話題提供者の発表は、それぞれが
日々の臨床実践をしていく中で感じた、より“生の”語りである。特に、統合的アプローチに
出会い、学び、実践していく心理職ならではの苦悩や工夫が含まれている。 
まず牧野は、自らの経験から、初学者にとって統合的アプローチを学ぶことが果たす役割
について話題提供をする。次に小林は、若手心理職が統合的アプローチを実践していくため
には、どのような姿勢や態度が必要かということについて話題提供をする。最後に菅は、統
合的アプローチの実践者の立場から、心理支援を行う心理職として、どのようなことが求め
られているかについて話題提供をする。 
指定討論者の福島先生には、教育者として、心理職の先達としてのコメントをいただく。
また、当日、ご参加いただいた先生方からも、ご自身の立場からコメントをいただきたい。 
シンポジウムを通して、話題提供者が語り、先生方と対話をしていくことでそれぞれにと
って新たな語りが創出されていくことを期待している。 
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会員企画シンポジウム２ 
 

トラウマケアに関する心理療法の統合  
～多様性ある病態への理解とアプローチ～ 

 
企 画 者：浅井伸彦（一般社団法人国際心理支援協会） 
司 会 者：浅井伸彦（一般社団法人国際心理支援協会） 
話題提供者：三瓶真理子（EASE Mental Management） 
      若山和樹（名古屋掖済会病院） 
      浅井伸彦（一般社団法人国際心理支援協会） 
指定討論者：岩壁茂（立命館大学） 
 
国際交流ホールⅠ・Ⅱ  オンライン配信：zoom1_会員企画シンポジウム２、時間：12：30～14：00 

 

 
 昨今、トラウマケア、トラウマ治療について興味・関心が多く寄せられるようになってきた。
自律神経系に関する新しい仮説理論であるポリヴェーガル理論（多重迷走神経理論）に関して
は、多くの書籍や学会、研修会などでも取り上げられ、その勢いはトラウマ治療の界隈にとどま
らない。とはいえ、このような動きには十分注意する必要がある。「発達障害」「アタッチメン
ト」「オープンダイアローグ」などのワードと同じく、その領域に必ずしも精通しているとはい
えないところにまで、真新しく使われるようになった診断名や、心理学的構成概念などの専門用
語が流行のごとく用いられるようになり、あたかも何でもその枠組の中に押し込められるように
誤用・乱用がなされることは想像に難くない。実際、トラウマ治療界隈以外の領域でも、非常に
多く「ポリヴェーガル理論」という言葉が用いられてきている。 
 
 さて、ポリヴェーガル理論に関するトラウマ治療に限らず、トラウマへの数々の理論やアプロ
ーチに関しては今や百花繚乱の時代にあるといえる。様々なアプローチが生まれ、その間で対立
が生じたり、また複数技法の折衷・統合が試みられるなど、ポリヴェーガル理論やトラウマ治療
そのものの“流行り”の裏側に、トラウマ治療に関する混沌・混乱が存在するように思われる。ト
ラウマ治療のアプローチに関しては、複数技法の折衷や統合が試みられている一方で、各アプロ
ーチを勧める団体は当然ながら自らのアプローチを一番に勧め、厳格に定められた基準が、各ア
プローチのトレーナーには課せられている。このような各アプローチを守ることそのものは非常
に重要であるが、このことが各アプローチ間の隔たりとなっているようにも見える。 
 
 以上のように、あまりに容易に専門用語やアプローチが用いられ、結果的に誤用・乱用を招い
ていることと、トラウマ治療の各アプローチは守るために保守的になることが分断を招いている
ことは、ある意味においてトラウマ治療領域の発展や、トラウマ治療以前のトラウマケア、トラ
ウマインフォームドなケアを行おうとする支援者の学びを妨げているのではないだろうか。 
 本シンポジウムでは、トラウマケア・トラウマ治療という領域において、我々はどのようにト
ラウマについて学び、理解し、実践するべきかについて、各シンポジスト自身が学んできた多様
な視点から検討したい。 
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会員企画シンポジウム３ 
 
広域通信制高等学校における大学進学を希望する特性のある生徒への
オンライン環境を活用したキャリア支援の実践について 
 
企 画 者：吉田敏明（明蓬館高等学校） 
司 会 者：後藤のぞみ（明蓬館高等学校 品川・御殿山SNEC） 
話題提供者：髙橋香帆（明蓬館高等学校 品川・御殿山SNEC） 
      鈴木優里香（明蓬館高等学校 品川・御殿山SNEC） 
      根津優美香（明蓬館高等学校 東京・国立SNEC） 
      福本みなみ（明蓬館高等学校 岐阜SNEC） 
指定討論者：新免玲（横浜市立大学） 
      杉山崇（神奈川大学） 

会議室Ⅳ                                                オンライン配信：zoom4、時間：14：15～15：45 
 

 

 
 広域通信制高校へ進学を希望する生徒数は年々増加傾向にある。一方で通信制高校に在籍する
生徒の実態についても注目が集まってきている。「令和5年度学校基本調査（文部科学省、
2023）」によると1、065、592人の高校進学者の内、55、867人の生徒が通信制高校に進学し
ており、昨年度よりも約14.6%増加している。「「定時制・通信制高等学校における教育の質の
確保のための調査研究」報告書（平成29年度文部科学省委託事業、2018）」によると生徒数は
広域通信制高校の在籍生徒のうち、約66.7%は不登校等を経験しており、心療内科等に通院歴の
ある生徒が約4.8%もいることがわかっている。「高等学校通信教育の質の確保・向上のための
ガイドライン（文部科学省、2023）」の中でも通信制高校の中に養護教諭、 スクールカウンセ
ラーやスクールソーシャルワーカーを配置したきめ細やかな生徒の支援の充実やキャリア支援を
得意とする教職員やキャリアカウンセラーを配置し、生徒の社会的・職業的自立に向けた支援を
することの重要性が示されている。 
 広域通信制高校として2009年より設立された川崎特区明蓬館高等学校では、理事長の日野公
三氏により「不登校や発達障害等のスペシャルニーズを持つ生徒たちが学びやすいユニバーサル
デザインの学校」として福岡県田川郡川崎町に本校を設置（学校本部：東京都品川区）、2013
年には心理職を常駐させるSNEC（すねっく：Special Needs Education Center）を設立し、生
徒一人ひとりの実態に合わせた「支援と伴走」の実践を多職種が連携を図りながら実践をしてい
る。特に、高校進学前まで学校や周辺機関とのつながりが希薄な生徒へのキャリア支援は大きな
課題として捉えており、学校全体でオンライン環境の活用も含めて取り組んでいる。 
 本企画では、これからの学校教育現場における生徒の社会的・職業的自立に向けた支援に欠か
せない生徒のキャリア支援の在り方についての研究への試みを議論することを目的とする。話題
提供者は当該の広域通信制高校に在籍し、SNECの中で進学を目指す生徒への支援に携わってい
る教員と公認心理師である。日々の教育現場における生徒へのキャリア支援の実践報告をもとに
キャリア支援の有効性を検討し、これからの通信制高校におけるオンライン環境を活用したキャ
リア支援の在り方について提言していく。 
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研究発表１ 
 専門家庭教師による訪問支援における3つのモードの使い分け 
  発表者：菊谷 翔（開業家庭教師） 
  座 長：巣黒 慎太郎（神戸女子大学） 

 

会議室Ⅰ                                                   オンライン配信：zoom2、時間：12：30～14：00 
 

 

研究発表２ 
本邦の心理臨床におけるSDM（Shared decision-making）の可能性と展望 
  発表者：角 隆司（関西大学心理臨床センター） 
  座 長：巣黒 慎太郎（神戸女子大学） 
 

会議室Ⅰ                                                   オンライン配信：zoom2、時間：12：30～14：00 
 

 
研究発表３ 
 長期に亘って継続された面接の終結 
     －社会適応の困難を抱えた30代男性とその両親の事例 
  発表者：菅瑠夏（横浜市こども青少年局青少年相談センター） 
  座 長：安藤智子（筑波大学） 

 

会議室Ⅲ                 オンライン配信：zoom3、時間：14：15～15：45 
 

 
研究発表４ 
 心理療法におけるポジティブ感情の相互的感情調節プロセスモデルの
構築と実証的検討 

 
  発表者：渡邊小百合・福島哲夫（大妻女子大学） 
  座 長：安藤智子（筑波大学） 
 

 

会議室Ⅲ                 オンライン配信：zoom3、時間：14：15～15：45 
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会員とオンサイト参加者に限定 

公開スーパーヴィジョン               
 

司 会 吉岡千波（北野病院） 
スーパーヴァイザー 東 豊（龍谷大学） 
スーパーヴァイザー 福島哲夫（大妻女子大学） 
事例発表者 坂野由美子（Therapy Room こころん） 

 

 

国際交流ホールⅠ・Ⅱ        オンライン配信：zoom1公開S V、時間：14：15～15：45 
 
 

 

 公開スーパーヴィジョンは、実際の事例を通して心理療法統合の生きた理解を深めることを
目的として、第１回学術大会から当学会の重要なプログラムとなっている。 
 今回は、立場が異なる２名の卓越した実践家をスーパーヴァイザーとしてお迎えした。東
豊氏は、システムズ・アプローチの名セラピストとして知られている。福島哲夫氏は、感情
促進的な心理療法の名手であり、多様な心理療法技法を取り入れた柔軟な統合的実践で知ら
れている。 
 １つの事例を、異なる視点を行き来しながら見ていくことで、より立体的に事例を理解す
るとともに、統合的な心理療法の実践についての理解も深めていきたい。 
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大会企画シンポジウム 
 
「治療的変化を創り出すクライエントの力」 
 
司 会 者：加藤敬（にしじまファミリークリニック） 
企 画 者：杉原保史（京都大学） 
話題提供者：茅野綾子（国立がん研究センター） 
      飯島誠（川崎市役所総務企画局人事部労務厚生課） 
      浅野みどり（東亜大学学生相談室） 
指定討論者：岩壁茂（立命館大学） 

 

国際交流ホールⅠ・Ⅱ     オンライン配信：zoom１大会企画シンポ、時間：16：00～18：00 
 

 

 

 「心理療法」という言葉は、一般に、セラピストが施行する専門的な治療という意味で捉えられる
ことが多いだろう。多くの人が、心理療法を施行する主体はセラピストであると、そしてクライエン
トはその受身の対象であると想定している。そこでは、セラピストは訓練された専門家として、専門
知識に基づいてセラピーを導いており、セラピストのそうした専門的な知識、技能にこそ治療の力が
宿っていると捉えられている。 
 しかし、セラピーの現実は、それほど単純にこの見方に収まるものではない。セラピストはいつも
専門的な知見によって力強くセラピーを導いているとは限らない。セラピストが明確な方針を立てら
れないでいるうちに、クライエント自身がセラピーを主導することもある。クライエントがセラピス
トにセラピーのやり方をリクエストし、自らセラピーの方針を決めていくこともある。さらには、ク
ライエント自身が、自らを治療するための技法を自力で生み出すことさえある。 
 そもそも、さまざまなセラピーの黎明期を振り返ってみると、創造的なクライエントがセラピーの
開発に大きく寄与した例や、創始者自身が深刻な苦悩を抱える当事者としての過去を持ち、その経験
をもとに新しいセラピーが生み出された例もある。 
 こうしたことは、心理療法統合にどのような光を投げかけるであろうか。われわれセラピストは心
理療法統合をどうしてもセラピスト側の視点から考えがちだが、クライエント側から心理療法統合を
見たとき、どのような風景が見えてくるだろうか。 
 本シンポジウムでは、さまざまな臨床現場で活躍している会員に、治療的変化が生じる上でクライ
エント自身が積極的に寄与したと思われるエピソードを提示していただく。そうした臨床素材をもと
に、治療的変化を創り出すクライエントの力を、心理療法統合にどう活かし、どう取り入れるかにつ
いて議論してみたい。
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ワークショップ１ 
 
心理療法における社会正義アプローチ：心理療法統合を見据えて 
 
講師 和田香織（カルガリー大学） 
 

 

 
【講師プロフィール】 

 カルガリー大学教育学部カウセリング心理学科 Associate Professor / Director of 
Training。マギル大学教育学部カウンセリング心理学科で博士号を取得。カナダ心理学会
「心理学における人権と社会正義委員会」メンバー。研究分野は死生学、多様性と社会正
義、フェミニズム、心理臨床教育など。 

 

 

 

【講師からのメッセージ】 

 皆さんの中には、「社会正義なんて心理療法と関係があるの？」と疑問に思う方がいら
っしゃるかもしれません。また、「〇〇に政治を持ち込むな」という言説が流布するな
か、心理療法に社会や正義という概念を取り入れることに抵抗感を持つ方もいるでしょ
う。しかし、心理療法における社会正義アプローチは着実な発展を遂げ、近年では第五勢
力とも言われるようになりました。このワークショップでは、社会正義アプローチが何で
あるか、なぜそのような視点が必要なのかという基本事項を踏まえ、社会正義アプローチ
と心理療法について考察します。特に、社会的アプローチの視点から考える共通要因や治
療同盟に焦点を当て、多様な理論と実践に社会アプローチをどのように統合できるかにつ
いて、詳しく解説します。 
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ワークショップ２ 
 
オープンダイアローグ 
～オープンダイアローグから学び、考える心理療法の統合～  
 
講師 浅井伸彦（一般社団法人国際心理支援協会）  
 

 
 

【講師プロフィール】 

 一般社団法人国際心理支援協会 代表理事。法人内カウンセリングオフィスである
「MEDI 心理カウンセリング東京/大阪」、南浦和つながりクリニックで公認心理師・臨
床心理士として勤務。アジアで初のオープンダイアローグの公式国際トレーナー。その
他、IPSA心理学大学院予備校の代表及び講師でもある。 
 専門は家族療法から始まりオープンダイアローグと EMDR等のトラウマケア。 

 

 

 

【講師からのメッセージ】 

 オープンダイアローグという名前がつけられたのは、1984 年 8月 27日です。つま
り、今からちょうど 40年前にオープンダイアローグが生まれました。 
 本ワークショップでは、オープンダイアローグについてご存知ない方も、ある程度書籍
などで学ばれた方でもわかるような内容とし、日本心理療法統合学会のテーマとして「心
理療法の統合」という観点から、オープンダイアローグを捉えてみようという試みをして
みました。 
 最初の方は、オープンダイアローグの入門的なお話をしています。このワークショップ
がオープンダイアローグへの興味だけではなく、心理療法統合の視点を少しでも豊かにす
る貢献となれることを願っています。 
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ワークショップ３  
 
アタッチメント基盤の感情焦点化療法（Emotionally Focused Therapy: 
EFT）のカップルへの介入アプローチのご紹介 
 

講師 高井美帆（Sky カウンセリング & コンサルテーション 東京） 
 

 
 

 
【講師プロフィール】 

 米国ワシントン州認定臨床心理士(LMHC)、米国カウンセリング協会認定セラピスト
（NCC）、公認心理士、及び国際 EFTセンター(ICEEFT)の EFT認定セラピストです。在
米中は米国シアトル地区の地域精神保健施設や、大学に併設された施設にて地域の方々を
対象に心理面談を行っておりました。現在は東京の学芸大学駅近辺の私設カウンセリング
オフィスで、個人、カップル、成人の親子を対象に心理面談を行わせていただいておりま
す。 

 

 

 

【講師からのメッセージ】 

 スー ジョンソン博士のアタッチメント基盤の感情焦点化療法（Emotionally Focused 
Therapy: EFT）の、カップルへのアプローチの概略をご紹介いたします。この手法は、
大人の愛、アタッチメント等に関する実証研究により、カップルカウンセリングの効果が
検証された、様々な国と地域で広く使用されている手法です。スーはアタッチメントの観
点から、大切な関係性の中で相手と繋がれない時に感じる痛みが強くなるのは、パートナ
ーが大切であればある程、人として当然のことだろうと言っています。EFTは“体験的”ア
プローチです。その基本的な部分を EFTを学ぶ立場にいる一臨床家目線でご紹介させて
いただけたらと思います。 
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日本心理療法統合学会 
第４回学術大会 運営委員 

 
大 会 長    杉原保史 
事務局長  宮田智基 
事務局員  月村裕子 
   長村明子 
委   員   東斉彰 
   岩壁茂 
   加藤敬 
   巣黒慎太郎 
   吉岡千波 

 
 

 
理事 
 

東斉彰(副理事長) 
岩壁茂 
加藤敬 
沢宮容子 
三瓶真理子 

杉原保史(副理事長） 
杉山崇 
巣黒慎太郎 
野末武義 
長谷川明弘 

福島哲夫(理事長) 
山蔦圭輔(事務局長) 

吉岡千波 
 
 

監事 
 

安藤智子 
井上直子




